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平成19年5月 
広報なごみ 

歳出 歳入 

一般会計 

57億 
1,843万円 

平成19年度の一
般会計予算は57

億1,843万円 

平
成
19
年
度
の
ま
ち
づ
く
り 

予
算 

■一般会計･･･57億1,843万7,000円 
■特別会計･･･63億6,320万3,000円 

総合計　120億8,164万円 

民生費 
1,264,188千円 
22.1％ 

公債費 
896,182千円 
15.7％ 

衛生費 
735,507千円 
12.9％ 

商工費123,683千円2.2％　議会費95,457千円1.7％ 
予備費10,000千円0.2％　災害復旧費6,195千円0.1％ 

消防費231,217千円4.0％ 

農林水産業費375,432千円6.6％ 

教育費573,555千円10.0％ 

土木費590,249千円10.3％ 

総務費 
816,772千円 
14.3％ 

地方譲与税88,000千円1.5％ 

地方消費税交付金110,000千円1.9％ 

町債518,400千円9.1％ 

県支出金557,443千円9.7％ 

国庫支出金295,028千円5.2％ 

分担金及び負担金60,633千円1.1％ 

使用料及び手数料47,502千円0.8％ 

その他77251.0千円1.4％ 繰入金351,775千円6.2％ 

町税 
899,257千円 
15.7％ 

地方交付税 
2,650,000千円 
46.3％ 

自主財源……25.2 依存財源……74.8

その他…4.2％ 

その歳入と歳出
の内訳 

その他63,148千円…1.1％ 

　平成19年度の当初予算規模は、一
般会計が57億1,843万円（対前年度比
6.1％の増加）となっております。 
　一般会計の歳入では、地方交付税
や国・県支出金などの依存財源74.8％、
皆様から納めていただく税金や使用
料などの自主財源25.2％でまかなわ

れています。 
　歳出では、医療・福祉、少子化対
策事業はもとより、町内の道路整備、
防火水槽の設置、役場駐車場の整備、
中央公民館の整備、各学校耐震調査
などに重点を置き本年度は執行され
ます。 

総務費 
●役場本庁駐車場の整備に（4,483万円）
●地方バス路線維持に（2,017万円） 
●交通安全施設の整備に（240万円） 

民生費 
●障害者自立支援介護に（1億3,200万円）
●老人保護措置費（5,040万円） 
●保育所運営費負担金（1億6,886万円）
●児童手当（8,256万円） 
●介護保険事業会計などへの繰出金 
（4億9,241万円） 

衛生費 
●合併処理浄化槽の設置補助に 
（8,491万円） 
●各種健康診断などに（6,920万円） 

●有明広域行政組合（衛生・清掃）負担
金（2億9,212万円） 

農林水産事業 
●ライスセンター建設補助に 
（1億4,504万円） 
●圃場整備事業に（1,421万円） 
●新規就農者対策助成金（40万円） 

商工費 
●古墳祭・戦国肥後国衆まつり実行委員
会へ（1,400万円） 

●商工会補助金（1,000万円） 
●交流センター・あばかん家の改修費に
（3,228万円） 

土木費 
●道路改良・舗装工事に（2億6,400万円）

●県道改良事業への負担金とし 
（2,500万円） 
●簡易水道事業会計などへの繰出金とし
　て（6,278万円） 

消防費 
●防火水槽の新設に（2,820万円） 
●有明広域行政事務組合（消防）負担金
（1億4,548万円） 

教育費 
●中央公民館の施設整備に（5,500万円）
●学校施設の耐震調査委託として 
（919万円） 

■平成19年度はこのような事業にお金を使います 
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学金貸与事業会計 
…544万7千円 

宅用地造成事業会計 
…407万円 

業団地造成事業会計 
…143万1千円 

富財産区特別会計 
…36万2千円 

易水道事業会計 
…3,688万4千円 

水道事業会計 
…6,318万8千円 

定地域生活排水処理事業会計 
…8,531万1千円 

別養護老人ホーム事業会計 
…4億6,135万4千円 

民健康保険和水町立病院事業会計 
…8億7,785万5千円 

民健康保険事業会計 
…15億9,339万6千円 

人保健事業会計 
…18億4,192万1千円 

護保険事業会計 
…13億9,198万4千円 

国 
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　国保（国民健康保険）は、加入者（自営業・農業・会社を退職した人など）が病気や怪我
をしたときに安心して病院にかかれるよう、普段から保険料を出し合い、お互いに助け合っ
ていこうという制度です。和水町が保険者となり運営します。町は、国保加入者が納める保
険料と国などの補助金を財源に、医療費や出産育児一時金などの給付を行っています。 

　75歳以上の高齢者などの医療費をまかなうための会計です。急速な高齢化の進展に伴い、
医療費の増大が懸念されていますが、保健事業・福祉事業と連携を取りながら、医療費の抑
制に努めていきます。 

　40歳以上の方々が加入者（被保険者）となって、保険料を納め、介護が必要となったとき、
介護度にあわせて、日常生活の維持・改善につなげるサービスが利用できるしくみになって
います。介護に必要な費用は、保険料と公費でまかなわれます。 

　特別養護老人ホームきくすい荘の事業運営のために設けられた、独立採算性の会計で、収
入の大部分は、利用者がサービスを受けた時に支払う介護料で占められています。 
　施設は、入所110床・ショートステイ10床、デイサービスなどがあり、利用者にあった機
能回復訓練を行っています。明るく清潔な環境を目指し、近隣の福祉施設と交流を持ちなが
ら、変化のある生活を送っていただけるよう努めています。 

　和水町立病院事業運営のために設けられた独立採算性の会計で、収入の大部分は町立病院
で受診したときに支払う診療費で占められています。 
　毎年厳しい事業運営が予想されるなか、良質な医療提供を目指し、より一層の医療の効率
化と経営の健全化に努めます。 

　簡易水道事業では、旧菊水町の中央地区簡易水道（302戸）・東郷地区簡易水道（88戸）
の給水を行っており、給水戸数は年々増加傾向にあります。平成19年度事業は、施設の維持
補修費や一部単独工事の経費が計上されています。 

　下水道事業では、旧菊水町の江田地区を中心に下水処理がなされ、平成18年度から下水処
理事業が始まっています。平成19年度では、一部単独工事や下水処理場の維持管理費の経費
が計上されています。 

　特定地域生活排水処理事業では、生活環境の向上と河川の水質汚濁防止を目的に合併浄化
槽の設置を推進しています。平成19年度は、5人槽10基、7人槽32基、10人槽５基、11～15人
槽３基、計50基分の建設工事費を予定しています。 

　和水町奨学金は、奨学生からの返還金で運用されています。今年度は15名、433万1千円の
奨学金の返還を見込んでいます。また12名～15名程度の貸与、350万円の支出を見込込んで
います。 

　久井原ニュータウンの宅地販売を行うための会計です。平成18年度で53区画の販売を終え、
平成19年度は貸付金収入や維持経費を計上しています。 

　工業団地造成事業は、旧菊水町の内田地区にある工業団地を造成・整備するための会計で
す。平成19年度は、用地買収費や登記委託費などとして計上しています。 

　春富財産区特別会計は、旧三加和町にある春富財産区を管理するための会計です。平成19
年度は、財産区管理委員会の開催費や財産管理費として計上しています。 


